


ジャスティン・テガーティ少佐（音楽監督・指揮）
　ジャスティン・テガーティ少佐は、近衛連隊を離れて約20年を経て、ごく最近コールドスト

リーム近衛連隊バンド音楽監督に任命されました。テガーティ少佐は1996年に陸軍に入隊

し、ネラーホールの王立陸軍音楽学校で1年間過ごした後、ウェールズ近衛連隊バンドに配

属されました。バンドでの8年間の活動の後、テガーティ少佐はRMSMに戻り、3年間のバン

ドマスターコースを修了しました。指揮、作曲、学術賞、最優秀学生バンドマスター賞を受賞

し、名誉ある音楽家協会のメダルを授与されました。その後も研究を続け、ウェストロンドン

大学で指揮の修士号を取得しました。バンドマスターとして、テガーティ少佐は王立兵站部

隊バンド、王立スコットランド連隊バンド、およびRMSMの学校バンドマスターを務めまし

た。2015年に任命され、パラシュート連隊のバンド、ライフルズのバンドとビューグルの音楽監督を務め、RMSM

の副主任インストラクターを務めました。2022年にシュリヴェナムの国防アカデミーで中級指揮幕僚コース（陸

上）を修了し、その後陸軍本部の戦略センター内で陸軍全体の能力としての音楽の開発を担当しました。テ

ガーティ少佐はアフガニスタンへの作戦に参加するなど、音楽を届けながら世界中を旅し、短期訓練チームを

率いてエチオピアとアルジェリアで防衛関与活動に貢献し、英国の世界的な影響力を支援しました。

柴田昌宜（指揮/陸上自衛隊中央音楽隊/副隊長2等陸佐）
　大阪音楽大学、同専攻科修了。2003年、陸上自衛隊に幹部候補生として入隊。第15音楽隊長、中部方面

音楽隊長を歴任、2023年から現職。ワルシャワ吹奏楽指揮者コンクール第1位。モーツァルテウム音楽大学や

東京藝術大学など国内外で研鑽。各国軍楽隊との防衛交流貢献。レコーディングや教育活動、兵庫県加古川

市の観光大使も務めている。

鶫  真衣（ソプラノ/３等陸曹） 
　陸上自衛隊のソプラノ歌手。国立音楽大学、洗足学園大学大学院で声楽を専攻。全国各地の国家的行事

や国際軍楽祭への参加、各国大使館での演奏など国際的な場で活躍する。日本コロムビアから自身のアルバ

ムが多数リリース。ＫＯＢＥ国際音楽コンクール最優秀賞・神戸市長賞など多数受賞。石川県金沢市出身。
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